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ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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Serial Dilutions of Antibody

Control Antigen = 100ng Antigen= 10ng

Antigen= 50ng ——— Antigen= 100ng
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	応用
	抗原情報
	背景
	肝臓X受容体であるLXRA（NR1H3; MIM 602423）とLXRBは、核内受容体スーパーファミリーのサブファミリーを形成し、マクロファージ機能の重要な調節因子として、脂質恒常性と炎症に関与する転写プログラムを制御します。誘導性LXRAは肝臓、副腎、腸管、脂肪組織、マクロファージ、肺、腎臓で高発現していますが、LXRBは普遍的に発現しています。リガンド活性化LXRは、レチノイドX受容体（RXR; MIM 180245参照）と必須ヘテロ二量体を形成し、LXR応答配列を含む標的遺伝子の発現を制御します（Korfらによる要約、2009年 [PubMed 19436111]）。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	NR1H2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	NR1H2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した A375 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	NR1H2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	NR1H2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Raji 細胞のフローサイトメトリー分析。

